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教員が教育指導に専念しづらい状況にあることや 

長時間勤務が常態化している現状をふまえ 

３つの柱に基づく具体的な取り組みを進め 

教職員の負担軽減を図る 

就学前～小学校～中学校の期間において 

目指すべき子どもたちの姿を６つのテーマに整理し 

プログラムとして系統的に組立てることによって 

教育的効果を高め、学びの質の向上を図る 

 

 子どもと先生が明るく元気に向き合うことのできる笑顔あふれる学校を創り、「輝く よっかいちの子ども」の実現を目指します 

 「四日市市新教育プログラム」によって、子どもの学びの質の向上を図ります 

 「教員するなら四日市プロジェクト」によって、多忙化する教職員の負担軽減を図ります 

 「学びの環境の充実」によって、子どもの豊かな学びを支援します  

 

 

「輝く よっかいちの子ども」実現のために 

学びの環境の充実 

子どもたちのよりよい学びを創造するため 

教育環境の充実をめざした計画的な整備をすすめる 

普通教室 

空調施設整備 

食缶方式による 

中学校給食の 

早期実現 

 

ＩＣＴ環境の整備 

プログラミング教育への対応 

英語指導体制の充実 

教職員研修の充実 

 

校務支援 

システムの導入 

 

論理的な 

思考 

夢と志 

キャリア教育 

 

学校業務 

アシスタント 

の配置 

 

部活動 

協力員・指導員 

の配置 

 

 「輝く よっかいちの子ども」の実現

四日市市 

新教育プログラム 

教員するなら 

四日市プロジェクト 

読む・話す 

伝える 

運動大好き 

走・跳・投 

 

四日市ならではの 

地域資源活用 

 

英語で 

コミュニケーション 

 

教職員が誇りとやりがいを持って 

子どもたちと向き合う時間を確保する 

よりよい教育環境のなかで 

子どもたちの学びの質の向上を図る 

 


